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　  ２０２４年８月２５日　自然ふれあい交流館
　　　　　　　　        　　　作成：小川由真

８月３日～８月１６日の森

・アオジ
・アオバト
・ウグイス
・カイツブリ
・カワセミ
・カワラヒワ
・キジバト
・キバシリ
・キビタキ
・クマゲラ
・クロツグミ
・コゲラ
・ゴジュウカラ
・ハシブトガラ
・ハシブトガラス
・ヒヨドリ
・モズ
・ヤマガラ
・ヤマゲラ
・ヤマセミ

野鳥

開花

オオアワダチソウ
(北アメリカ原産)

草本
◎アキカラマツ
◎イシミカワ
◎ウド
・エゾトリカブト
◎エゾミソハギ
・オオアワダチソウ※
・オオカナダオトギリ※
・オオハンゴンソウ※
◎ガガイモ
◎カノツメソウ
・キツリフネ
◎キンミズヒキ
・ケチヂミザサ
・ゲンノショウコ
・シロツメクサ※
・セイヨウノコギリソウ※
・ダイコンソウ
・ツユクサ
・ノブキ

ヨブスマソウ

◎見頃　※帰化植物 ( 植栽含む )

・ノラニンジン※
・ブタナ※
・ヘラオオバコ※
・ミズヒキ
◎ミミコウモリ
・ミヤマトウバナ
・ミヤマヤブタバコ
・ムラサキツメクサ※
・メマツヨイグサ※
・ヤブジラミ
・ヤブハギ
◎ヨツバヒヨドリ
・ヨブスマソウ

木本
◎エゾヤマハギ
・ハリギリ

ノラニンジン
(ヨーロッパ原産)

ハリギリ

ミミコウモリ

キク科

ウド

ウコギ科

マメ科

エゾヤマハギ ヤブハギ

コウモリが飛膜を
広げた姿に似た葉

同じ科の植物を比べてみよう

蝶に似た花の形

木

木

草

草草

ヨツバヒヨドリ

草

草

ノブキ

花が筒状

草

放射状で、線香花火
のような花の付き方

「ヨツバ」ですが
３～５枚の葉が
輪になって付きます

帰化植物



昆虫類

コウチュウ目(鞘翅目)
　アカアシクワガタ
　アトボシハムシ
　エゾアカガネオサムシ
　オオヨツスジハナカミキリ
　オニクワガタ
　オバボタル
　カブトムシ※
　キマワリ
　コクワガタ
　コナラシギゾウムシ
　ゴマダラカミキリ
　シデムシの仲間
　センチコガネ
　テントウムシ
　ナナホシテントウ
　ハナウドゾウムシ
　ハンノキハムシ
　ヒラタシデムシ
　マメコガネ
　ミヤマクワガタ
　ヨツスジハナカミキリ

ハエ目(双翅目)

　ヤマトアブ

ハサミムシ目(革翅目)
　キバネハサミムシ

トンボ目(蜻蛉目)
　アキアカネ
　アジアイトトンボ
　オツネントンボ
　ナツアカネ
　ノシメトンボ

バッタ目(直翅目)

　イナゴモドキ

　ウスイロササキリ

　エゾエンマコオロギ

　エンマコオロギ

　カンタン

　キタササキリ

　コバネイナゴ

　コバネササキリモドキ

　コバネヒメギス

　サッポロフキバッタ

　シバスズ

　ツユムシ

　トノサマバッタ

　ハネナガキリギリス

　ハネナガフキバッタ

　ヒシバッタ

　ヒナバッタ

　ヒメクサキリ

　マダラスズ

　ミカドフキバッタ

ハチ目(膜翅目)
　スズバチ
　セイヨウオオマルハナバチ※
　ムネアカオオアリ
　ヤマジガバチの仲間

※外来種 ( 国内外来種含む )

チョウ目(鱗翅目)
　オオミズアオ幼虫
　カラスアゲハの仲間
　キアゲハ
　クジャクチョウ
　クロヒカゲ
　シータテハ
　シジミチョウの仲間
　シロツバメエダシャク
　セグロベニトゲアシガ
　モクメシャチホコ幼虫
　モンキチョウ
　モンクロシャチホコ幼虫
　モンシロチョウ
　ヤママユ

森じょうほうの最新号は、自然ふれあい交流館ホームページで見られます

カメムシ目(半翅目)
　アカフハネナガウンカ
　アブラゼミ▲
　ウズラカメムシ
　エゾゼミ
　キバラヘリカメムシ
　コエゾゼミ
　ツクツクボウシ▲
　マダラナガカメムシ
　ミンミンゼミ▲

瑞穂連絡線

大沢コース

瑞穂の池
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▲アブラゼミ、 ツクツクボウシ、 ミンミンゼミ
元々野幌森林公園では記録されていませんでしたが、

ここ数年で何度か確認されています。

今年は園内数か所で鳴き声が聞こえました。

自然ふれあい交流館
　　　　　　周辺地図

山菜も採らないで！
　①遊歩道から外れない
　②動物、植物をとらない
　③ゴミを捨てない

ルイヨウボタン果実

ヤママユ ハネナガキリギリス

チョン
ギーース


